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研究成果の概要（和文）：  本研究は、最貧困層にマイクロファイナンス(MF)が普及しない原因として、以下をRCT(ラ
ンダム化統御試験)で実証的に検討した。1. 観察不可能な起業家精神・経営能力不足、2. 待ち時間が長い、3. 返済不
能リスクが高い。
  最貧困層の居住するバングラデシュ北部地域でMF事業を展開するNGOと共同で、参加者をベースライン調査後、貧困
階層(最貧困、貧困)ごとにMF参加資格を村内でランダムに割り当て、4種類の債務契約を提供した。成果としては、企
業家精神を要さない債務契約が参加率と結果指標に与える効果、さらに、MF全般の参加効果を計測する。うち、参加率
に与える成果は査読付き雑誌に掲載が決定した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to empirically examine the barriers for the ultra 
poor to utilise microfinance. Namely, lack of entrepreneurship, a long waiting period, and higher default 
risks. We teamed up with an NGO that provides microfinance services to the ultra poor in Northern 
Bangladesh. We implemented: multiple rounds of household surveys and experimental interventions that 
randomly assign the eligibility to participate in which they are given a particular type of loan 
contract. Contract types are varied by the member groups: a regular sized loan, a large sized loan 
without a grace period, a large sized loan with a grace period, a large sized packaged loan for cow 
investments. Our first results are to appear in a peer reviewed journal.

研究分野： 開発経済学
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  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、貧困削減の手段としてマイクロファイ
ナンス(MF)が着目されている。少額信用を利
用できれば、貧困家計の企業家は生産活動を
開始して貧しさから脱することができると
議論されている。MF は世界的に普及し始め
ているが、その効果は一様ではない。バング
ラデシュの研究では、消費安定化、資産蓄積
(Pitt & Khandker, 1998) 、 貧 困 削 減
(Khandker, 2005)、ガーナの研究では食料生
産の増加(Udry and Anagol, 2006)が指摘し
ているが、インドやスリランカの研究では、
零細企業での高い資本報酬率が報告され、
MF があっても労働過多で資本不足に陥って
いる企業が多いことが示されている(de Mel, 
Mckenzie, and Wooldruff, 2008; Banerjee 
and Duflo, 2008),。 
効果が一様ではない原因として、マイクロフ
ァイナンス(MF)には最貧困層が利用してい
な い と い う 欠 点 が あ る (Yaron, 1994, 
Morduch, 1999, Rahman and Razzaque, 
2000, Aghion and Morduch, 2005, chapter 
9, Rabbani et al., 2006)。とくに、バングラ
デシュ(Morduch, 1999)やボリビア(Navajas 
et al., 2000)の例が知られている。この背景に
は、 
1. 企業家精神や経営能力が不足して
いる。 
2. 借入実施までの待ち時間が長い。 
などの[需要側の要因]の加え、 
3. 最貧困層は貧困層よりも貸し倒れ確率が
高い。 
という [供給側の見込み要因 ]がある。
Banerjee et al. (2011)では、すでに事業を経
営している貧困家計のみにMFの効果が認め
られ、最貧困層が利用しないのは企業家精神
や経営能力が不足しているというヒントが
示唆されてる。これがもしも正しければ貧困
の罠が発生している可能性がある。貧困の罠
の需要要因としては下記がある: (1) 企業家
精神の不足および幼稚産業(Corden, 1977), 
(2) 非凸性技術 (Galor and Zeira, 1993), (3) 
ネットワークの欠如 (Diamond, 1982, Hoff 
and Sen, 2006), (4) リスク回避およびリス
ク管理技術不足  (Alderman and Paxson, 
1992)。供給要因は下記が指摘されている: (5) 
取引費用が高い、 (6) 貸し倒れリスクが高い
と見なされている。 
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２．研究の目的 
本研究では(1), (2), (5), (6)の要因が最貧困層
のMF利用を阻んでいるのか実証的に検証す
るために、ランダム化比較試験(RCT)を用い
た介入実験を行う。 
 
３．研究の方法 
最貧困層が数多く住むバングラデシュ北部
においてRCTによるMF参加実験を行った。
実施手順としては下記の通り。 
1. 対象母集団を最貧困層が多く居住する

中洲の住民に限定し、最新の衛星画像を
用いながら中洲の無作為抽出をする。 

2. 各中洲で村の有無および他の NGO 活動
状況を調査する。スピルオーバーを避け
るために貸付を実施している NGO が活
動している中洲は対象から外す。 

3. 各村で家計センサスを実施する。 
4. 住民参加で各家計の貧困ランキングを

作成する。 
5. 最貧困層と貧困層に層化して参加者を

募る。各村で応募者から 20 名(最貧困層
を 7 割、貧困層を 3 割)のグループを形
成。 

6. ベースライン家計調査を実施する。 
7. 各グループを最貧困層と貧困層ごとに

治療群と統御群に無作為に分け、治療群
は速やかに貸付を開始し、統御群は時間
をあけて貸付を開始する。 

8. 各グループの会合概要(返済状況)を記録
する。 

9. 追跡家計調査を実施する。 
 
本研究の目的は、債務契約内容をグループご
とに変化させ、債務契約デザインによる参加
や結果への影響を計測することで達成され
る。具体的には、以下のように変化させる。 
通常の少額 MF 貸付(L1) 
3 年の懐妊期間無し多額 MF 貸付(L2) 
3 年の懐妊期間付き多額 MF 貸付(L3) 
3 年の実物多額 MF 貸付(L4)(仔牛リース) 

満期は L1 が 1 年、L2-L4 が 3 年である。L1
と L2 は即時開始だが、L3 と L4 は半年間の
懐妊期間後に支払いを開始する。L4 は仔牛
を貸付け、仔牛育成のためのサービスを市価
で提供するが、L1-L3 は投資対象は何でもよ
く必要な投入は自ら調達する必要がある。各
要因の検討方法は下記の通り。 

1. 企業家精神の効果: L3 と L4 を対照。 
2. 待ち時間の効果: L1 と{L2,L3,L4}を対照。 
3. 懐妊期間の効果: L2 と L3 を対照。 
4. 貸付利潤率への効果: 最貧困層と貧困層

を対照。 
 
４．研究成果 
現時点では、債務契約デザインが参加率に与
える影響を検討している。この結果、下記が
判明した。 
最貧困層の MF 参加率は 75%を超え、貸付に
対する需要が潜在的に高いことが確認され
た。これは貸付開始時に関していえば、
(1)(2)(3)の需要要因が強くないことを示唆し
ている。また、多額貸付(L2-L4)が最貧困層に
も受け入れられただけでなく、少額貸付(L1)
よりも好まれたことは、最貧困層は借り入れ
需要が乏しいと考えるリスク回避やリスク
管理技術不足を指摘する既存文献では見ら
れない知見である。 
最貧困層の参加率は少額貸し付け(L1)で最も
低く、次に低かったのが実物貸付(L4)であっ
た。懐妊期間があると参加率が高まるが、そ
の度合いは貧困層よりも最貧困層において
強かった。懐妊期間への選好は実物か現金か
を問わずに見られた。 
これらからは、貧困削減においては最貧困層
の借入需要を考慮すべきで、貸付にあたって
通常の少額貸し付けにとらわれずに債務契
約内容を再検討する重要性が指摘できる。 
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